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亀工房㈱ 様 ～ 宮大工の技術で伝統を守りつつ、新しい文化を創造します ～

相続について、お気軽にご相談ください。

一日３組の予約制です。

無 料 相 談 会

☎ 0277-45-2160

申告期限は

10ヶ月です

12/17㈯・26㈪
9時～12時 13時～17時

税理士法人向田会計
桐生市末広町6-10

最近の若者は環境意識や起業意識が高くなっている、という言説をよく耳にします

が、メディアが意識の高い一握りの若者を取り上げることで、そうしたイメージが流

布していると思います。例えば、通常より割高な環境認証商品を積極的に購入する

若者はごくわずかだと思います。SDGsに意識の高い人がいる一方で、ソーシャル

ゲームを一日中プレイしている人もいるのがZ世代です。

11月22日㈫つつじヶ丘カントリー倶楽

部において、第65回向田会ゴルフコン

ペを開催いたしました。

当日は、絶好のゴルフ日和で、コロナ

以前の日常に戻ったような楽しい一日

10代前半から25歳前後までの若者を指す「Ｚ世代」。彼らの気質や消費傾向をもと

に、“いまどきの若者”の心をつかむヒントを探ってみました。

「Ｚ世代」と呼ばれる若者の特徴

「ゆとり世代」（1987～95年生まれ）と比べると、進学やアルバイト、就職活動等に

おいて、不安や競争の少ない環境で成長してきた結果、“チル”（まったりすると言う

意味）という価値観を持っています。働き方改革やワーク・ライフ・バランスと言った

考え方にもマッチしました。

また、ツイッターやインスタグラム等のＳＮＳを駆使した発信意欲が高く、周囲から

「いいね」をもらって自己承認欲求を満たしています。自分自身を大きく見せようとＳ

ＮＳのプロフィールを“盛っている”人も少なくありません。若者はいつの時代も自意

識過剰ですが、Ｚ世代は組織に尽くす「for all」の感覚が薄い一方、「for me」の意識

は非常に強いようです。

向田会ゴルフ部メンバーのみの参加

で行った今回のコンペ。名立たる手練

れメンバーがしのぎを削り、実力を遺

憾なく発揮された結果、清水昌子氏＜

㈱S・E・M＞が優勝されました。

思春期に使用し始めた携帯電話がスマートフォンだった「スマホ第一世代」のため、

中高年層よりもSNS利用率が高く、強力な情報発散力をもっています。たとえ、若者

がメインターゲットでない商品でも、Z世代の人たちに特徴や魅力を伝えられれば、

彼らの投稿を起点に、他の世代に拡散される可能性があります。

また、Z世代は消費意欲が旺盛です。消費意欲をかきたてるSNSや動画アプリが普

及している点が大きいですが、フリマアプリが拡大しているのも大きな要因です。商

品を購入して失敗しても、フリマアプリに出品して売ってしまえば良いので、気に入っ

たものを簡単に手に入れるようです。

消費者としての「Z世代」に注目

「Ｚ世代」にフォーカスする際の注意点

「Ｚ世代」を引きつけるものとは

ビジネスの観点でいえば、Z世代を引き付ける上でカギとなるのは、応援消費

です。例えば、ひいきのアイドルやアーティストのＣＤ、グッズなどの購入による

“推し消費”と言われるもの。生身の人間に限らずＶチューバーと呼ばれるネット上

で活動するキャラクターやアニメキャラも人気を呼んでいます。しかし、これらに共

通するのは、“推し”に質の高い脚本を求めている訳ではなく、ただ応援する。つま

り、“推し活状態”を求めているようです。

「ティックトック売れ」という言葉もある通り、

ＳＮＳで注目されたモノやサービスがヒット

する例も少なくありません。昨年、ティック

トックで紹介された動画をきっかけに、30年

以上前に出版された小説に増版がかかり、

大きな話題となりました。

Z世代は、世代論で語れなくなった初めての世代と評され、ひとくくりには出来ま

せんが、彼らの価値観に共通していることと言えば、「美しくて、面白く、なおかつ

珍しい写真や動画」に引きつけられているようです。

今の若者が未来の消費をけん引する存在なのは確かです。

人は若い頃から使いつづけている商品やサービスからなか

なか離れられないものです。したがって、若者の嗜好を

リサーチし、ニーズを把握しておく方が、彼らが中年になった

時も心をつかみ続けられる可能性は高まります。

～戦略経営者2022年10月号より～


